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成人学⩦⪅の㡑国ㄒ会ヰ⬟力向上を目的とした 
ൕद業が言語安に༫えるร༲ 

㸫SCAT 手法によるケーススタディ㸫 
 
 

 吉川寿子・㎷ 㟹彦・Taewoong Kim 
 
 
成人学⩦⪅の㡑国ㄒ会ヰ⬟力向上を目的とする効果的な反㌿授業の☜❧を最⤊

目的として、本◊✲では、➹⪅の㐠営する㡑国ㄒ教室の受ㅮ生である成人学⩦

⪅3名㸦全員女性、40代2名、50代1名㸧に対して、2018年5㹼6月に反㌿授業を

⾜った。会ヰとは即時的な反応が求められる口㢌コミュニケーションであるこ

とから、本◊✲においてもゝㄒ不安と⮬己効力感に着目した。反㌿授業のホ価

のために、ゝㄒ学⩦成功のせ因とゝわれている情意せ因として「発ヰに対する

不安感」と、ㄆ知せ因として「㡑国ㄒスピーキング⬟力」をそれぞれㄪべた。

今回⾜った反㌿授業のホ価⤖果より、⮬己効力感向上による会ヰに対する情意

せ因としての不安感の低減及び学⩦⪅の⾜動変容がみられた。今後、本◊✲で

提案する反㌿授業を更に多くの学⩦⪅に対して実㊶し、効果を測定することが

必せと⪃えられる。 
 

 

 
1. はじめに 
1.1 ◊✲⫼景と本◊✲の目的 

㏆年、日本において㡑流や K-POP をはじめとした㡑国の大⾗文化の広がりと

共に、㡑国ㄒ教⫱のニーズが㧗まっている。ハングル⬟力検定協会㸦2020㸧によ

れば、1993 年より始まったハングル⬟力検定ヨ㦂では毎回 1 万人前後の受㦂⪅

がおり、2019 年までの⣼ィでは⣙ 39 万人の受㦂⪅がいる。2019 年度⛅期ヨ㦂

の受㦂⪅の内ヂでは㧗校生と大学生の割合がそれぞれ 8.4%と 36.6%でありそれ

以外は会♫員や公務員➼の有⫋⪅もしくは主婦であることから、日本国内におい

て数多くの㡑国ㄒを学ぶ大学生および成人の学⩦⪅がいることがうかがえる。実

㝿に、㡑国ㄒを学ぶ日本人の大学生や成人学⩦⪅を対㇟とした様々な教⫱実㊶◊

✲が⾜われている。例としては、斉⸨ら㸦2014㸧は➨二ゝㄒとしての㡑国ㄒ⩦得

を目指す日本ㄒ母ㄒヰ⪅に対してㄒ彙⬟力がㄞゎテストの得点に影㡪することを
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♧した。 
ICTを活用したアクティブ・ラーニング形式の授業実㊶方法の一つとして、反

㌿授業㸦flipped classroom㸧が注目されている。反㌿授業とは、学⩦⪅が教室の

授業の前に⮬宅でオンライン動画➼の宿㢟に⮬主的に取り⤌むことで知㆑伝㐩を

⾜い、教室の授業では演⩦やディスカッションなど⬟動的かつ双方向性のある学

⩦活動を実施する教⫱方法とされている㸦㔜田㸪2013㸧。㔜田(2013)によれば日

本国内の反㌿授業の実㊶事例では㧗校生や大学生を対㇟としたものが多く、成人

学⩦⪅を対㇟とした事例はあまりない。大学生のⱥㄒ学⩦の反㌿授業の事例とし

ては、オンラインのⱥㄒ学⩦サイトを用いて予⩦として単ㄒや⾲現を事前にイン

プットする事例がある㸦東矢 2016㸧。これはⱥㄒの㈨格取得を目的とした授業

実㊶である。しかし、学⩦サイトの仕様上、予⩦の中㌟までは事前にㅮ師がチェ

ックできていない点がㄢ㢟として挙げられている。 
一方、➨二ゝㄒの⩦得に効果的とゝわれる知ぢとして、インプット仮ㄝ

㸦Krashen and Terrell, 1983㸧とインタラクション仮ㄝ㸦Long 1996, Pica 1992, 
1994㸧がある。インプット仮ㄝによれば理想的なインプットが多く与えられれば、

それだけ⩦得も促㐍されるとしている。またインタラクション仮ㄝによるとゝㄒ

的なやりとりは、インプット㸦⪺き取り㸧とアウトプット㸦発ヰ㸧の両方を伴う

学⩦活動を⤒ることにより㧗い学⩦効果が期待できるとされている。しかし、➨

二ゝㄒとしての外国ㄒを⩦得する環境において、ゝㄒを㐠用する知㆑をインプッ

トしても、目標ゝㄒの使用㢖度の少なさや不安感➼の内的せ因によりアウトプッ

トに⤖び付く学⩦は一⯡的に㞴しいと⪃えられる。実㝿に日本人の外国ㄒ学⩦⪅

において、アウトプットㄢ㢟を妨げるせ因として即時的な反応が求められる口㢌

コミュニケーションにおける不安感㸦ゝㄒ不安㸧が指摘されている㸦す㇂・松田 
2008㸧。対人志向型㸦口㢌コミュニケーション㸧ㄒ学学⩦を学⩦活動であると同

時に対人⾜動でもあると捉えると、⮬分の外国ㄒ力を⫯定的にㄆ知し、既存知㆑

を活用できるような事前準備のタ定が学⩦支援となるとされている㸦▼橋 2016㸧。 
口㢌のコミュニケーションにおけるスピーキングをホ価する指標として、様々

なホ価基準やルーブリックが提唱されている。その一つとして、Brown(2010)の
提唱する㸳つのスピーキングホ価基準がある。以下、Brown㸦2010㸧のホ価基準

を♧す。 
㸯㸬Imitative speaking㸦大きな声でヰす㸧㸰㸬Intensive speaking㸦後からつ

いてヰす㸧㸱㸬Responsive speaking㸦⪺いて㏉事をする㸧㸲㸬Interactive speaking
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㸦やりとりをする㸧㸳㸬Extensive speaking㸦プレゼンテーションする㸧また、

T.Kim㸦2014㸧は上グ㸳つの内、㸱番目の Responsive speaking と㸲番目の

Interactive speaking、5 番目の Extensive speaking に ACTFL 基準さらに

Fulcher,G.㸦2003㸧を⤌み合わせた ルーブリックを提唱している。 
以上の⫼景を㋃まえて本◊✲では、対人におけるスピーキング学⩦活動の㝿の

不安感を㍍減させると共に学⩦効果を㧗める手法として反㌿授業に着目し、成人

学⩦⪅の㡑国ㄒ会ヰ⬟力向上を目的とする効果的な反㌿授業の☜❧を最⤊目的と

する。そのために本ㄽ文では、➹⪅㸦吉川㸧の㐠営する㡑国ㄒ教室の受ㅮ生であ

る成人学⩦⪅3名㸦全員女性、40代2名、50代1名㸧に対して、2018年㸳㹼㸴

月に反㌿授業を⾜った。本実㊶のホ価ほ点としてゝㄒ不安と⮬己効力感に着目し

た。具体的にはその両⪅を併せて測定し、会ヰ⬟力とそれらの尺度の㛵㐃性をㄪ

べた。さらに、本実㊶の学⩦効果のホ価のために、ゝㄒ学⩦成功のせ因とゝわれ

ている情意せ因として「発ヰに対する不安感」と、ㄆ知せ因として「㡑国ㄒスピ

ーキング⬟力」をそれぞれㄪべた。 
なお、本◊✲においてインプット㸦input㸧とは、目標ゝㄒを⪺いたりㄞんだり

してメッセージを理ゎすることであり、アウトプット㸦output㸧とは⮬分のゝい

たい内容を㢌の中で⤌み❧てて目標ゝㄒでゝう㸦書く㸧こととする白井 㸦2014㸧
の定⩏を用いる。また、インタラクション㸦interaction㸧とはインプット㸦⪺き

取り㸧とアウトプット㸦発ヰ㸧を伴うゝㄒのやりとりとする。インタラクション

には「意味交渉㸦negotiation of meaning㸧」の働きがLong㸦1996㸧によって㔜

せどされるようになった。意味交渉とは、学⩦⪅とその対ヰ⪅が、コミュニケー

ションの流れを㜼害する問㢟を克服するために、互いの発ヰを㡢㡩的、ㄒ彙的そ

して文法的にㄪ⠇することをいい㸦Pica 1992㸧、本◊✲においてもその意味で用

いるものとする。 
 

1.2 本◊✲で対㇟とする学⩦⪅のレベルと到㐩目標 

本◊✲で対㇟とする学⩦⪅のレベルと到㐩目標についてㄝ明する。 
本◊✲では、学⩦⪅のインプットである「理ゎ」レベルについてはTOPIK㸦㡑

国ㄒ⬟力ヨ㦂㸧、アウトプットである「会ヰ」レベルについてはACTFL スピー

キングホ価基準を基にタ定した。具体的には、下グのレベルとした。 
◊✲授業㛤始時点の学⩦⪅として、理ゎについては、TOPIK㸦㡑国ㄒ⬟力ヨ㦂㸧

中⣭3⣭㸦⮬㌟に慣れぶしんだ♫会的な㢟材を段ⴠ単位で理ゎできる。文法⾲現
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として㛫接ヰ法、使役、受㌟、使用㢖度の㧗い⿵助用ゝを理ゎしていている㸧と

タ定した。会ヰレベルについてはACTFL スピーキングホ価基準の初⣭上レベル

㸦やりとりの㝿に、決まり文句からの数少ない㉁問しかできない、中⣭レベルの

タスクにおいて文の形でのㄯヰの⥔持が㞴しい㸧成人学⩦⪅とした。 
 到㐩目標は ACTFL スピーキングホ価基準の Novice High – Intermediate 
Low㸦新しい文❶を生成し、日常生活に必せな㉁問が可⬟㸧とした。このように

タ定した理由としては、㐠営する㡑国ㄒ教室における学⩦⪅の最も一⯡的なレベ

ルかつニーズの㧗いと⪃えられる到㐩目標であるからである。 
 

2. 成人学⩦⪅の会ヰ⬟力向上を目的とした㡑国ㄒの反㌿授業の実㊶ 
2.1 反㌿授業の実㊶ 

2018年6月9日に大㜰4名㸦⥅⥆受ㅮ1名含む㸧、6 月16日東京4名のィ8
名にオフラインの対㠃授業を含む反㌿授業を各1回実施した。オフラインの対㠃

授業の実施前に、所せ時㛫 1㹼2 時㛫⛬度の事前ㄢ㢟を与え、提出された事前ㄢ

㢟に対して個別にフィードバックを⾜った。また、対㠃授業の実施後にも所せ時

㛫 1㹼2 時㛫⛬度の事後ㄢ㢟を与えた。そして本実㊶のホ価のために、事前事後

のアンケートと㸯人当たり30分の個別のインタビューㄪ査を実施した。 
 

2.2 反㌿授業デザイン 

本◊✲でタィした授業デザインを図1に♧す。反㌿授業ではオンラインの予⩦

ㄢ㢟として、対㠃時に会ヰをしやすくするため⮬分に㛵㐃した作文㸦アウトプッ

ト㸧ㄢ㢟および⮬己⤂介の㘓㡢ㄢ㢟を与えた。作文ㄢ㢟では各受ㅮ⪅からの提出

物をㅮ師がチェックして個別にフィードバックを与え、提出された内容から学⩦

⪅の㡑国ㄒ⬟力レベルと性格を⪃慮の上、対㠃授業をタィした。 
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図1㸬反㌿授業デザイン 

 
 

2.2.1 オンラインツールと予⩦ㄢ㢟の提♧ 

本授業では、クラス㐠営のオンラインプラットフォームとして、Google 
Classroom㸦https://classroom.google.com/㸧を用いて授業用サイトを作成した。

また、㘓㡢ㄢ㢟の提♧および提出用のオンラインツールとして VoiceThread
㸦https://voicethread.com/㸧を採用した。Google Classroomでは、受ㅮ⪅を招待

して授業用サイトにて事前にㄢ㢟を提♧しておくことで、受ㅮ⪅が⮬由にㄢ㢟を

ダウンロードできるようにした。この授業用サイトを㏻じて、作文ㄢ㢟やアンケ

ートの提♧、そしてVoiceThread画㠃のリンクを掲♧することで作文の㡢声ぢ本

の共有や㉁問の投げかけを⾜った。 
 

2.2.1.1 事前ㄢ㢟㸯㸸作文テキスト 

作文は、オフライン会ヰの材料として、ㄞみ手を意㆑して伝わりやすい内容で

書けることを目的とするために、中⣭レベルのぶしみやすいテーマ㸦내가 
㿪㻲䞮는 과자「⚾のお勧めのおⳫ子」㸧のㄢ㢟を受ㅮ⪅に与えた。受ㅮ⪅が提出

した作文の添削では、㡢声のみのリキャスト形式で各受ㅮ⪅にフィードバックし

た。内容に問㢟のないスペルミス➼は指摘せずに、内容に漏れがないか☜ㄆして、

ㄒ尾⾲現など文法的に必せな修正のみとした。 
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2.2.1.2 事前ㄢ㢟㸰㸸⮬己⤂介㘓㡢シェアの提♧ 

本授業ではオフラインレッスン時における会ヰを促㐍させるために、もう一つ

の事前ㄢ㢟として⮬己⤂介を㘓㡢してアップロードするㄢ㢟を受ㅮ⪅にㄢした。

具体的には、Google ClassroomのサイトにVoiceThreadのアカウントの取得や

㘓㡢方法をㄝ明したスライドを提♧した。本授業での㘓㡢ㄢ㢟は受ㅮ生が⮬宅で

㘓㡢することを前提としているため、受ㅮ⪅に㘓㡢方法を予め理ゎしてもらう必

せがある。そのため、アカウントの取得方法や⮬己⤂介の㘓㡢方法を、スライド

および㘓㡢ぢ本を用いて分かりやすく提♧した。受ㅮ⪅には、スライドとぢ本を

参照しながらオフライン対㠃授業で㞟まる前に⮬己⤂介を㘓㡢させ、更に受ㅮ⪅

㛫でシェアさせた。 

2.3 対㠃会ヰレッスン 

オフラインで実施された対㠃会ヰレッスンでは、オンライン予⩦ㄢ㢟㸦作文と

⮬己⤂介㸧を活用し、学⩦⪅の発ヰを促すようにタィして実施した。なお、オン

ライン予⩦ㄢ㢟にて⮬己⤂介の㘓㡢をシェア➼、オンラインのやり取りはあった

ものの、対㠃の環境では受ㅮ⪅4名は全員初対㠃である。対㠃会ヰレッスンの授

業時㛫は 80 分であり、その㛫はすべて㡑国ㄒで㐍⾜した。すでにオンライン予

⩦ㄢ㢟で共有しておいた、お互いの⮬己⤂介の情報をもとに、他己⤂介形式でレ

ッスンをスタートした。⥆いて、用意してきた作文をㄞみ上げないように、⮬分

がヰす内容を⡆単なイラストで描き、クラスメイトとヰすように指♧した。次に、

少し初⣭としては㧗度になるがクラスメイトのヰを引用して発⾲する方法を提♧

し、発⾲してもらった。最後にまとめとして、㉁問を受け付けると共に今日のレ

ッスンで印㇟に残った事柄を▷くコメントしてもらった。 

2.4 事後ㄢ㢟㸸エピソードコメント交換 

対㠃会ヰレッスンの内容の復⩦、グ憶の定着、そして更なるインタラクション

のために、事後ㄢ㢟として㘓㡢によるコメントの交換を受ㅮ⪅にㄢした。対㠃会

ヰレッスン中に描いてもらったエピソードのイラストを VoiceThread のサイト

に予めアップロードして㘓㡢と共有の準備を事前に⾜い、受ㅮ⪅に対して友人の

イラストの画㠃にレッスンで感じた感想や㉁問を㡑国ㄒで㘓㡢するように

Google Classroomから指♧した。更に、⮬分のイラストの画㠃にコメントが入れ
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ば、その内容を☜ㄆのうえ㏉信コメントを㘓㡢するように指♧した。 
 

3. ◊✲方法 
3.1 概せと分析方法 

ゝㄒ学⩦の成功を決定づけるせ因は一⯡に、情意せ因とㄆ知せ因に分けられる

とゝわれている。また、ㄒ学学⩦⪅に㐺切にフィードバックを⾜うためには、情

意せ因の一つであるゝㄒ不安だけでなく⮬尊感情にも注目して学⩦⪅のタイプを

把握した上で⾜う必せがある㸦す㇂・松田 2008㸧。そこで、本◊✲ではゝㄒ不

安と⮬尊感情に着目し、事前事後アンケート及び個別にオンラインでインタビュ

ーㄪ査を⾜った。インタビューㄪ査の発ヰは大㇂㸦2008㸪2011㸧が提唱する㉁的

データ分析手法の1つであるSCAT㸦Steps for Cording and Theorization㸧法を

用いて分析した。併せて本◊✲では客ほ的指標として、ㄆ知せ因の一つであるス

ピーキング⬟力に着目し、授業の前後で㘓㡢した内容を、スピーキング⬟力のル

ーブリックに基づきホ価することとした。スピーキング⬟力ホ価ルーブリックは

Brownの㸳つのスピーキングホ価㡯目とACTFLスピーキングホ価基準を基に作

成した。ホ価はⴭ⪅であるKimと吉川の2名で⾜った。ホ価⪅の一人であるKim
はACTFL-OPIテスターの㈨格を有していることから、スピーキングのホ価を㐺

切に⾜えると⪃えられる。 
 
〈⾲1㸬ホ価の概せと分析方法〉 

ㄪ査㡯目 ㄪ査・分析方法 

不安感・⮬尊感情 事前事後アンケート、インタビューㄪ査内容をSCAT分析 

スピーキング⬟力 授業の前後で㘓㡢したデータを㡑国ㄒスピーキング⬟力ルーブリック 

㸦Kim 2014㸧に基づきホ価 

 

3.2 分析データ収㞟 

本実㊶における分析データの収㞟方法のイメージを図㸰に♧す。前⠇で㏙べた

とおり本◊✲では、情意せ因の一つとしてゝㄒ不安と⮬尊感情、ㄆ知せ因の一つ

として㡑国ㄒスピーキング⬟力に着目し、それらを測定するために分析データを

収㞟した。本授業全体の分析データ収㞟方法を以下に♧す。 
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㸯㸬授業前の「事前アンケート」㸦ゝㄒ不安、⮬己効力感㸧 
㸰㸬会ヰレッスン前に「授業前㘓㡢」㸦プレゼンテーション⬟力㸧 
㸱㸬会ヰレッスン後の「事後アンケート」 
㸲㸬会ヰレッスン後に「授業後㘓㡢」㸦㸰と同じレベルの内容を㘓㡢㸧 
㸳㸬事後ㄢ㢟㸦対㠃会ヰレッスンの復⩦㸧 
㸴㸬事後インタビュー㸦⮬己効力感㸧 
 

 

 
図2. 分析データ収㞟イメージ 
 
 

4. ⤖果と⪃察 
4.1.1 ㄪ査対㇟⪅ 

事前アンケートに回⟅してくれた6名のうち、個別オンラインインタビューㄪ

査にも協力してくれた 3 名を対㇟に分析した。この 3 名の年代は 40 代が 2 名、

50代が1名である。また40代2名は理ゎレベルが中⣭(TOPIK㸱㹼㸲⣭レベル)
だが、50 代の 1 名は初中⣭㸦TOPIK㸰㹼㸱⣭レベル㸧である。学⩦のきっかけ

は40代のQさんは㡑国旅⾜やドラマであり学⩦歴は10年で➹⪅の授業を受ける

のは初めてである。次の40代のNさんはK-POPがきっかけで学⩦歴は3年で、

➹⪅の授業は反㌿授業のみ 2 回㐃⥆で受ㅮしている。最後に 50 代のP さんは㡑

国旅⾜の㝿に文字に⯆味を持ったのが動機で、学⩦歴は6年で➹⪅の個人レッス

ンを1年受ㅮしているが➹⪅のグループレッスンには初参加である。回⟅⪅の情

報を⾲㸰に♧す。 
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⾲㸰 回⟅⪅の情報 

年代・氏名 学⩦歴 文法 学⩦のきっかけ ⴭ⪅との授業⤒㦂 

40 代Qさん 10 年 中⣭ 㡑国旅⾜やドラマ 全く初めて 

40 代Nさん 3 年 中⣭ K-POP 反㌿授業2回目 

50 代P さん 6 年 初中⣭ 文字への⯆味 反㌿授業グループは初めて 

 

4.1.2 事前アンケート実施内容 

受ㅮ⪅のゝㄒ不安のㄪ査及び、反㌿授業の効果測定のために授業㛤始前にアン

ケートㄪ査を⾜い、作文㸦ㄞみ書き⩦慣㸧と会ヰ㸦㡢ㄞやリスニング⩦慣㸧につ

いてのアンケートと教室内でのㅮ師やクラスメイトとのやりとりによるゝㄒ不安

感、ㄒ学機⬟別⬟力や基本的な⮬己効力感についてどのような意㆑を持っている

かㄪ査した。⾲㸱に事前アンケートのㄪ査内容を♧す。 
 
⾲㸱 事前アンケートのㄪ査内容及び尺度 

ㄪ査㡯目 

㸯㸬作文指導に㛵㐃したㄞみ書き⩦慣と作文についての不安感㸸9問㸦5段㝵㸧 

㸰㸬会ヰ⬟力に㛵㐃したリスニングや㡢ㄞ⩦慣と会ヰレッスンについての不安感㸸6問㸦5段㝵㸧 

㸱㸬教室内ゝㄒ不安㸸25 問㸦6段㝵㸧 

㸲㸬目標ゝㄒに対する⮬己ホ価㸸8問㸦6段㝵㸧 

㸳㸬⮬己効力感㸸16 問㸦Yes/No回⟅形式㸧 

 
なお、このㄪ査㡯目の㸯と㸰はキョンヒ大学作文テキスト㸱(2014)P12 쓰기 
선䢎도 䎢스䔎を基に➹⪅らが改変した。㸱と㸲は「外国ㄒ学⩦⪅のゝㄒ不安を制

御するフィードバック」㸦す㇂・松田2008㸧、㸳については「セルフ・エフィカ

シーの⮫床心理学」のp.51㸦坂㔝・前田 2002㸧及びGSESの因子分析⤖果㸦坂

㔝・東条㸪1986㸧よりタ問を引用した。また、㸳は全 16 問であったため、分析

の㝿には⮬己効力感が㧗いと判断される回⟅数が中㛫の数字㸶以上であれば⮬己

効力感が㧗い、8未満であれば低いと判断した。 
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4.1.3 事前アンケート⤖果 

教室内ゝㄒ不安や目標ゝㄒに対する⮬己ホ価においては、事前アンケート㸭会

ヰレッスンに対する不安について3名とも大きな㐪いがみられなかった。しかし、

⮬己効力感についてㄪ査した⤖果、3名のうち、2名QさんとNさんは同スコア

で⮬己効力感が低い㸦スコア6点㸧一方、Pさんは⮬己効力感が㧗い㸦スコア11
点㸧ことがなえた。ここで、⮬己効力感の低い Q さんと N さんに事前アンケー

トで会ヰレッスンに対する不安感についての⮬由グ㏙の回⟅をみると、クラスメ

イトとのやりとりに不安感を感じているグ㏙がみられた。一方、⮬己効力感の㧗

いPさんはやりとりではなく、ゝㄒ的な不安を感じているグ㏙がみられた。 
これらの授業前に感じている不安感㸦⮬尊感情㸧が対㠃授業後にどのように変化

したかを事後アンケートとインタビューで㉁的に分析をヨみた。 
 
⾲㸲㸬事前アンケート㸭会ヰレッスンに対する不安感の⮬由グ㏙ 

Q 先生との個人レッスンだと特に不安はありませんが、グループレッスンのとき、うまく

会ヰのキャッチボールができるか不安になります 

N 理ゎしてもらえず会ヰが⥆かないのが不安です。相手のゝっていることが正しく理ゎし

ておらず、㐪う⟅えをしているのではと心㓄になります。 

P 同じような⾲現を使ってしまい、なかなか上㐩しないような気がする。 

 
4.1.4 事後アンケート実施内容 

事後アンケートは、対㠃での会ヰレッスン⤊了直後に用⣬にグ入してもらった。

㉁問㡯目としては反㌿授業の全体の満㊊度や引用に残ったㄢ㢟、各タスク㡯目に

ついての感想や意ぢ、そして反㌿授業の前後における学⩦ほの変化の有無につい

てタ問をグ入した用⣬に受ㅮ⪅に⮬由グ㏙形式でグ入させた。 
 
4.1.5 事後アンケート⤖果 

対㠃授業後のアンケートも後日個別にオンラインインタビューㄪ査に⟅えてく

れた 3 名を対㇟に分析した。その⤖果、3 名全員㧗い満㊊度を♧しており、最も

印㇟に残ったㄢ㢟として「⮬己⤂介㘓㡢シェア」を2名㸦Nさん、Pさん㸧が挙

げており、次に「作文ㄢ㢟」と「㡢声フィードバック」が挙がっている㸦Qさん㸧。 
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次に、それぞれのタスクについての感想を尋ねた㒊分のグ㏙を取り上げる。オ

ンラインでの授業でのタスクについては、これらの活動が初めてであったQさん

㸦40代㸧が㠀常に新㩭味を感じて取り⤌んでいるグ㏙がみられた。次にこの反㌿

授業をヨ㦂的な実施から㐃⥆で受ㅮしている N さん㸦40 代㸧は会ヰレッスンが

前回よりも会ヰする時㛫が増えたことを歓㏄し、使う機会が少ないが㞴易度が㧗

いとㄆ㆑されている引用形を復⩦できたことへの満㊊感が❚えた。Pさん㸦50代㸧

は、作文に作成ぢ本、㡢声ぢ本があったことによる取り⤌みやすさ、ほかの学⩦

⪅の発ヰを⪺くことがよかったと回⟅していた。さらに、作文や会ヰについて意

㆑が変化したかという㉁問にも⮬己効力感上昇や学⩦意欲向上を感じられるグ㏙

がみられた。 
 

⾲㸳㸬事後アンケートによる各タスクへの感想 

ㄢ㢟 感想コメント 

作文 

テキスト 

・分かりやすくてよかったです。㸦Q㸧 

・分かりやすくて、日本ㄒで作文を書く時にも参⪃になりました。㸦N㸧 

・ぢ本があってよかった㸦P㸧 

ㄢ㢟 

作文 

・⪃えやすいㄢ㢟で楽しく取り⤌めました。㸦Q㸧 

・作文がⱞ手なのでⱞ労しましたが、いろいろ書いて慣れたいと思います

㸦N㸧 

・㌟㏆な㢟材でよかった㸦P㸧 

㡢声 

フィードバック 

・作文を㡢声でフィードバックというのが新㩭でよかったです。㸦Q㸧 

・発㡢とイントネーションが分かってⰋかったです。㸦N㸧 

・発㡢が⪺けてよかった㸦P㸧 

⮬己⤂介 

㘓㡢シェア 

・前もってほかの方の⮬己⤂介が⫈けたのがⰋかったです。㸦N㸧 

・事前に㘓㡢していたので、予備⦎⩦することができてよかった㸦P㸧 

会ヰ 

レッスン 

・前回より会ヰできる時㛫が増えて、引用形の다고 䞮다/ 라고 䞮다 

がまた使う機会があってよかったです。㸦N㸧 

・他の人がヰしているのを⪺くことができてよかった㸦P㸧 
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4.2 インタビューㄪ査 

4.2.1 実施方法 

6 月 9 日に大㜰で実施した対㠃会ヰレッスン参加⪅ 4名中、オンラインでの㘓

㡢が可⬟であった 3 名の受ㅮ⪅に➹⪅が後日個別にㄪ査を⾜った。ㄪ査方法は、

オンライン会㆟システムZoomを使用し、1人あたり30分のインタビュー内容を

㘓画したのち、内容を全文書き㉳こした。インタビューの分析は大㇂㸦2008㸪2011㸧
が提唱するSCAT㸦Steps for Coding and Theorization㸧法を用いて⾜った。な

お、SCATで㉁的分析を⾜う㝿には➹⪅を含め3名で内容を検ドした。 
 
4.2.2 分析方法 

SCAT㸦Steps for Coding and Theorization㸧法では、㉁的データ分析のため

にステップ・コーディングという手法を⾜う。具体的にSCATでは、マトリクス

の中にセグメント化したデータをグ㏙し、そのそれぞれに〈㸯〉データの中の着

目すべきㄒ句、〈㸰〉それをゝい換えるためのデータ外のㄒ句、〈㸱〉それをㄝ

明するためのㄒ句、〈㸲〉そこから浮き上がるテーマ・構成概念、の㡰にコード

を⪃えて付していく㸲ステップのコーディングと〈㸲〉のテーマ・構成概念を⣳

いでストーリーラインをグ㏙し、そこから理ㄽをグ㏙する手⥆きからなる分析手

法である。その手法は一つだけのケースのデータやアンケートの⮬由グ㏙欄など

の、比㍑的小つ模の㉁的データにも有効であり、明♧的で定式的な手⥆きを有す

るため初学⪅でも着手しやすい㸦大㇂㸪2011㸧とされている。 
インタビュー分析は、学⩦⪅の不安感の低減がなされたか、⮬己効力感が向上し

たかどうかというホ価基準で⾜った。また、SCATによる分析を⾜うことにより、

今後の反㌿授業のタィと成人学⩦⪅を対㇟にした会ヰレッスンにどのような援助

が有効かを探った。⾲㸴にQさんの発ヰの一㒊でSCATによる分析例を♧す。 
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⾲㸴㸬SCATによる分析例 

テクスト 

 

〈1〉 

テクスト中の注

目すべきㄒ句 

〈2〉 

テクスト中のㄒ

句のゝいかえ 

〈3〉 

左をㄝ明するよ

うなテクスト外

の概念 

〈4〉 

テーマ・構成概念

㸦前後や文⬦を

⪃慮して㸧 

⮬分の声を⪺く

っていう機会も

ないですし。

ましてや、 

㡑国ㄒで 

⮬分の声を⪺く

機会がない、㡑国

ㄒで 

⮬分の声や㡑国

ㄒ発㡢の客ほど

の⤒㦂がなかっ

た 

⮬㌟の㡑国ㄒ発

ヰ内容のメタㄆ

知⤒㦂がなかっ

たことへの気づ

き 

⮬㌟の㡑国ㄒ発

ヰ内容客ほど、メ

タㄆ知⤒㦂、⪺き

手の意㆑ 

ストーリーライン 

㸦Qさんは反㌿授業の㘓㡢ㄢ㢟を㏻じて㸧⮬㌟の㡑国ㄒでの発ヰ内容を客ほどした⤒㦂がないこと

に気づき、⪺き手としての意㆑を持つようになった 

 
4.2.3 ⮬己効力感の定⩏と向上せ⣲について 

⮬己効力感とは、ある⾜動を㉳こす前にその個人が感じる「㐙⾜可⬟感」であ

るとゝわれている㸦坂㔝・前田 2002㸧。⮬己効力感は心理学⪅のバンデューラ

が提唱した概念であり、動機付けに大きな影㡪を及ぼすせ因とされている

(Bandura 1997㸧。また、⮬己効力感は単なる構成概念としてではなく、刺激と

反応の㛫にある人㛫のㄆ知的変数として、操作可⬟、すなわち変化させることが

可⬟であるとされている。そして⮬己効力感が㧗いほどあるㄢ㢟に対して㐩成率

が㧗く㸦Bandura & Shuynk 1981㸧、そして目標としている⾜動に挑戦しよう

と努力する傾向があるとゝわれている㸦Bandura & Cervone 1983㸧。これより、

⮬己効力感によって⾜動変容を促㐍することができると⪃えられる。 
 バンデューラは⮬己効力感が変化するせ因として「㐙⾜⾜動の㐩成」、「代理

的⤒㦂」、「ゝㄒ的ㄝ得」、「情動的喚㉳」の㸲つを指摘している(Bandura 1997㸧。
そのため、本◊✲においても回⟅⪅のインタビュー内容を分析する㝿にこの 4つ

のせ⣲を理ㄽ的枠⤌みとして用いた。 

4.2.4 ⤖果 

㸱名のデータを回⟅⪅の情報とともに、上グのSCAT法を用いて、⮬己効力感

向上せ⣲と⪃えられるㄒ句と、構成概念として分析した㝿のキーワードを⣳いだ

ストーリーラインを抜⢋したものを⾲㸵に♧す。 
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⾲㸵. SCATによって抽出されたストーリーライン 

氏名 注目すべきㄒ句 ストーリーライン 

Qさん 

40代 

中⣭ 

10年 

 

 

「新㩭」「㸦㘓㡢で㸧⮬分の声、㡑国ㄒ

を⪺くのも初めて」「与えられたㄢ㢟

だけではつまらないかな」「みなさん、

いい感じ」「やめようかと思っていた

㡑国ㄒ学⩦を⥆けようかと」 

 

オンラインツール活用の授業に初参加に

もかかわらず、タスク中心学⩦への⯆味、

㛵心をぢせて✚極的に取り⤌む。反㌿授業

のタスクに「新㩭」と取り⤌んで成功体㦂

を✚み㔜ねることにより、⮬己効力感が向

上。中断しかかっていた㡑国ㄒ学⩦⥅⥆の

⾜動変容。 

Nさん 

40代 

中⣭ 

3年 

「人前でヰすのがⱞ手」「初⣭会ヰ学

⩦⪅にとってのいい先生とは、会ヰの

きっかけをくれる先生」「1 回のレッ

スンでこんなにボリュームがあって、

申しヂないくらい。ありがたいです」 

対人志向型学⩦へのⱞ手意㆑にもかかわ

らず、同じくらいの学⩦歴の人にショック

を受けたことをきっかけに✚極的に会ヰ

⦎⩦に参加。反㌿授業に⥅⥆参加で効果予

期を感じており、多くのㄢ㢟を歓㏄してい

る。 

Pさん 

50代 

初⣭ 

6年 

 

「初対㠃の人にも、⮬分のことわかっ

てもらえるように、⡆単な⾲現を使っ

た」「慣れてきたら、使いたい⾲現が

ある」「㢌と口がついてこない」「先生

がいない環境で生徒だけで事前に⮬

主⦎したい」 

学⩦ストラテジーを意㆑的に使用して伝

わりやすくなるように工夫。ゝ いたいこと

に口がついてこない焦りを感じており、ぶ

しくて気心知れたクラスメイトと会ヰ⦎

⩦をしたいとオンラインで予⩦したいと

✚極的に提案。 

 
4.2.5 インタビューㄪ査⪃察 

この3名は学⩦歴や➹⪅との㛵係性➼、少しずつど点が㐪うが、⾲㸵に♧した

とおり、共㏻して⮬己効力感の向上がみられた。また、SCAT法により発ヰを㉁

的分析したところ、共㏻する学⩦⪅せ因としては、会ヰ⦎⩦への⯆味が挙げられ

た。また、多数のタスクを与えられても、その㐣⛬で求められているせ⣲を理ゎ

して取り⤌むなど、全員㧗いメタㄆ知⬟力を有しており、⮬己ㄪ整学⩦や⮬律学

⩦スキルを持つ成人学⩦⪅であることがうかがえた。この3名のインタビューㄪ

査より、学⩦⪅に会ヰレッスンで好ホだった事㡯に㛵する発ヰを抽出し、分析し

たものが⾲㸶である。 
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⾲㸶㸬インタビューㄪ査で共㏻して出た意ぢ 

ㄒ句 ⪃えられる構成せ⣲ 

「事前に何かしてたのがよかった」 

「単ㄒの事前準備ができてよかった」 

ゝㄒ不安のゎ消 

「みなさん、いい感じ」「なじんでた」 

「初対㠃と思えない」 

未知の他⪅への⥭張による不安感

のゎ消 

「慣れが大切」「初対㠃の相手には⪺けないことも何度か

会っている相手になら⪺ける」 

回数を㔜ねることの大切さ 

メンバーへの信㢗 

 
⾲㸶より、会ヰ初⣭⪅にとってスピーキング不安感を低減するために㔜せなせ

⣲は㸦㸯㸧事前の準備をできることによる心の余⿱であること、㸦㸰㸧未知の他

⪅への不安感を低減するための事前のインタラクション、㸦㸱㸧会ヰの場数とメ

ンバーに対する慣れ、である可⬟性が♧唆された。 
その一方で、別の発ヰの分析⤖果より「⮬己効力感の向上」「学⩦⪅コミュニ

ティの形成」「意㆑・⾜動の変容」がみられた。⾲㸷にそのㄽ拠となった発ヰを

♧す。 
 

⾲㸷㸬理ㄽグ㏙とそのㄽ拠となった発ヰ 

理ㄽグ㏙ 発ヰ内容 

⮬己効力感の向上 

㸦Bandura1977㸧 

㐙⾜⾜動の㐩成、代理的

⤒㦂、ゝㄒ的ㄝ得、情動

的喚㉳ 

・みんなすごいなと思って㸦全員㸧 

・事前にいろいろとやっていたのがよかった㸦全員㸧 

・ほかの人のヰを⫈くのが楽しかった㸦全員㸧 

・コメントいただいたらうれしい㸦全員㸧 

・㸦オンライン予⩦タスク㸧声の⮬己⤂介が、よかった㸦全員㸧 

学⩦⪅コミュニティの形

成、情意フィルター仮ㄝ 

㸦Krashen 1985㸧 

・みなさんいい感じ。初めてお会いしたんですけど㸦全員㸧 

・一人だけしゃべりすぎることもなくちょうどよかった㸦全員㸧 

・予想外のところが、人の感想ってすごいな㸦P㸧 

意㆑・⾜動の変容 

㸦Bandura 1997㸧 

㸦Mezirow 1990㸧 

・勉強に対して、㸦中略㸧、いろいろいやになって㸦中略㸧㸦で

も㸧もうちょっと⥆けていこうかと思って㸦Q㸧 

・オンラインで学⩦⪅だけで⦎⩦して先生には㉁問だけしたい㸦P㸧 

・スマホ使って㡢声アップしたりするのが新㩭で㠃白かった。㸦N、

Q㸧 
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⾲㸷より、共㏻して「ほかの人のヰを⫈くのが楽しかった」や「コメント㡬い

たらうれしい」という他⪅との㛵わりを歓㏄するコメントが得られた。加えて、

今回の受ㅮ⪅が⮬律的な学⩦⪅としての側㠃を持っている可⬟性が♧唆された。

その根拠の代⾲例としてPさんは「オンラインで学⩦⪅のみで⦎⩦して、先生に

は㉁問だけしたい。あいまいな内容をクラスメイトに☜ㄆしたい」とコメントし

ている。P さんのこの提案は、「教師主導の他⪅決定型の学⩦」から「学⩦⪅主

導の⮬己決定型学⩦」へと学⩦スタイルの⛣⾜とゎ㔘できる可⬟性がうかがえた。

また、Mezirow㸦1990㸧は成人教⫱を「振り㏉り㸦Reflection㸧」と「⾜動のプ

ロセス」と定⩏している。したがって本授業のホ価から、新たな知ぢとして「授

業後インタビューが、振り㏉り㸦Reflection㸧効果を果たして、学⩦⪅からの✚

極的な提案に⤖びついたこと」と「発ヰを促すためのオンライン予⩦タスクが、

⤖果的に情意フィルター㸦Kraschen,1985㸧を下げる役割を果たしたことにより

効果的なインプット㸦クラスメイトのヰを⫈くのが楽しかった㸧が促㐍されたこ

と」が得られた可⬟性が⪃えられる。スピーキング不安感低減を目的とした、オ

ンライン予⩦ㄢ㢟㸦ヰす内容と㡢声の準備、および⮬己⤂介㸧がオフラインの対

㠃会ヰレッスンで、より効果的なインプット効果を生み、⤖果的にインタラクシ

ョンを促㐍した可⬟性が♧唆された。 
 
4.3 授業前後の発ヰ⬟力ㄪ査比㍑ 

ここではㄆ知せ因である㡑国ㄒスピーキング⬟力についてホ価をヨみた。具体

的には、授業の前後で学⩦⪅の㡑国ㄒスピーキング⬟力に変化がないか、授業の

内容と直接㛵係がなく、単ㄒの㞴易度としては同レベルのイラストを受ㅮ⪅に提

♧してその内容を㘓㡢し、➹⪅ら㸰名がホ価した。対㇟⪅は40代のQさんとN
さんの2名である。協力してくれた2名は二人とも事前に準備した上で、受ㅮ生

の⮬宅でVoiceThreadにアクセスの上、㘓㡢に⮫んだ。なお、ホ価基準として「プ

レゼンテーション」のルーブリック㸦Kim. 2014㸧を用いた。 

4.3.1 実施内容 

㉁問内容は共㏻して㡑国ㄒのみで”이 그림을 보고 누가 무엇을 䞮고 있는㰖 
이야기䟊㭒세요. 시간은 2 분간입니다.µ㸦この⤮をぢて、ㄡが何をしているのか

⟅えてください。時㛫は2分㛫です。㸧とした。また、プレゼンテーション⬟力

のホ価に用いたルーブリックを⾲㸯㸮に♧す。 
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⾲㸯㸮㸬プレゼンテーション⬟力ホ価のためのルーブリック㸦Kim (2014)より➹⪅和ヂ㸧 

 

 

内容 

プレゼンテーションの内容が目標に➢合している 

発⾲を始める㝿に挨拶の内容が㐺合している 

発⾲の初めに主㢟が明☜に伝㐩されている 

主張の根拠を打ちするせ⣲が㐺合している 

⤖ㄽで主㢟をもう一度整理している 

 

発⾲ 

発⾲⪅のゝㄒ使用が⮬然である 

発㡢が明快で理ゎできる 

文法が正☜で理ゎを㜼害しない 

いずれも「㠀常に優⚽」が3点、「優⚽」が2点、「Ⰻ好」が1点、「不㊊」が0点で採点。 

 
4.3.2 スピーキング⬟力ホ価⤖果と⪃察 

⾲㸯㸮に♧したKim㸦2014㸧のプレゼンテーション⬟力ホ価ルーブリックを根

拠としてホ価⪅ 2 名の意ぢを⥲合した⤖果、Q さんは 1㸪2 次スピーキングホ価

の両方で7つの文❶を発ヰした。1次ホ価では13点㸦54㸣㸧、㸰次ホ価では14.5
点㸦60㸣㸧となった。一方、Nさんは1㸪2次スピーキングホ価の両方で11の文

❶を発ヰした。1次ホ価では18点㸦75㸣㸧、㸰次ホ価では20点㸦83㸣㸧となっ

た。以上、㡑国ㄒスピーキング⬟力のホ価により、両⪅のスピーキング⬟力向上

の可⬟性が♧唆された。しかし、今回⾜ったホ価は受ㅮ⪅㸰名についてのみであ

ることから、今回⾜った反㌿授業がスピーキング⬟力向上に影㡪したかどうかは

より多くの受ㅮ⪅による更なる検ドが必せと⪃えられる。 
 
4.4 事後ㄢ㢟㸸エピソードコメント交換ホ価 

事後ㄢ㢟については、対㠃会ヰレッスンの内容の復⩦、グ憶の定着、そして更

なるインタラクションのために、㘓㡢によるコメントの交換を受ㅮ⪅にㄢした。

このㄢ㢟は次の2点をホ価対㇟とした。㸯㸬友人のエピソードにコメントを㘓㡢

したか、㸰㸬⮬分のエピソードに友人コメントが㘓㡢された場合、㏉信㘓㡢を⾜

ったか。⤖果、3 名全員が 2 点ともㄢ㢟を㐙⾜した。また、反㌿授業プラットフ

ォームに⮬然発生した受ㅮ生㐩のコメントのやりとりからも反㌿授業への効力予

期が⾲れており、⮬己効力感の向上がぢられた。 
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5. おわりに 

今回⾜った成人学⩦⪅の会ヰ⬟力向上を目的とする反㌿授業のホ価⤖果より、

⮬己効力感向上による会ヰに対する情意せ因としての不安感の低減には効果がみ

られた。しかし、「クラスメイトのヰを⫈くことが楽しかった」というインプッ

トの向上効果はあっても、「ヰすこと」への⮬信の獲得については事前アンケー

トと事後アンケートの㛫で大きな㐪いは☜ㄆできなかった。しかし、インタビュ

ーㄪ査により一度はやめようと思っていた㡑国ㄒ学⩦に対する⥅⥆の意思⾲♧や、

受ㅮ生同士での⮬主的な会ヰ⦎⩦の提案➼の⾜動の変容がみられた。また、ㄆ知

せ因の一つであるスピーキング⬟力をプレゼンテーションのルーブリックに沿っ

てホ価した⤖果、2 名に対してスピーキング⬟力向上の可⬟性が♧唆された。し

かし、今回は2名におけるホ価⤖果に㐣ぎないことから、今後、本◊✲で提案す

る反㌿授業を更に多くの受ㅮ⪅に対して実㊶し、効果を測定することが必せと⪃

えられる。さらに、本◊✲で提案した反㌿授業は予⩦ㄢ㢟における各学⩦⪅の提

出物を全て☜ㄆしてフィードバックを⾜うことから、少人数指導では可⬟である

ものの大人数の授業にそのまま㐺用することは困㞴であると⪃えられ、この点も

今後のㄢ㢟であるが、今後の㛵㐃◊✲及び授業実㊶の一助となれば幸いである。 
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